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必込富山県

主心豊かな社会の実現を目指して
みんなで応援2000年国体

2000年とやま国体の熱気球で、北アルプスを越えて飛行した松田浩壮さん (左)とバルーンクラブ霊気楼のみなさん。
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とやまのやる気・元気

バルーンクラブ量気楼代表

松田浩壮さん

インフォメーション

県政ミニガイド

-
「
と
や
ま
賞
」
は
置
県

百
年
を
記
念
し
て
昭
和

五
十
九
年
に
設
け
ら
れ

た
も
の
で
、
将
来
性
ゃ

ん的
独
自
性
、
国
際
性
と
い

M

っ
た
観
点
か
ら
選
考
さ

削
れ
た
県
出
身
や
県
内
在

甜
住
の
方
々
に
贈
ら
れ
て

ほ
い
ま
す
。
今
年
で
十
七

悦

回

目
、
受
賞
者
総
数
は

陀
百
件
と
な
り
ま
し
た

0

.
今
年
度
の
受
賞
者
は
次
の
方
々
で

す
。
学
術
研
究
部
門
で
は
渡
濯
剛
さ
ん

(
富
山
医
科
薬
科
大
学
医
学
部
助
教

捜
)
、
若
林
孝
一
さ
ん
(
弘
前
大
学
医
学

部
教
授
)
、
宮
部
寛
志
さ
ん
(
富
山
大
学

教
育
学
部
助
教
授
)、
芸
術
文
化
部
門

で
は
本
木
克
英
さ
ん
(
映
画
監
督
)
、
ス

ポ
ー
ツ
部
門
で
は
荒
瀬
洋
太
さ
ん
(
シ

ド
ニ
ー
五
輪
競
泳
自
由
形
代
表
)
、

。コ

ー
ル
ド
ウ
イ
ン
女
子
ホ
ッ
ケ
ー
部
の
み

未
来
を
拓
く
人
材
の
育
成

平
成
十
二
年
度
「
と
や
ま
賞
」
贈
呈
式

園
富
山
県
の
将
来
を
担
う
有
望
な
人

材
を
顕
彰
す
る
「
と
や
ま
貰
」
の
贈
呈
式

が
県
民
会
館
で
行
わ
れ
、
学
術
研
究
や

芸
術
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
で
優
れ

た
功
績
を
あ
げ
た
玉
名
と
一
団
体
に
表

彰
状
と
奨
励
金
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。
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十
月
の
本
大
会

め
ざ
し
熱
戦 5月

四
十
七
人
の
選
手

ち
た
ち
が
熱
戦
を
繰

計
り
広
げ
ま
し
た
。

措

置
ぎ
ら
り
ん
メ
イ

す開
ト
」
「
き
ら
り
ん
ハ

展蜘
ー
テ
イ
|
」
な
ど

熱
干
三
百
人
以
上
も

の
支
援
ス
タ
ッ
フ
が
参
加
。
手
話
や
誘

導
、
要
約
筆
記
な
ど
講
習
会
で
学
ん
だ

対
応
方
法
を
確
認
し
て
い
ま
し
た
。

園
開
・
閉
会
式
入
場
整
理
券
の
申
込
受

付
や
応
援
サ
ポ
l

タ
ー
の
募
集
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
十
月
二
十
八
日
と
二

十
九
日
開
催
の
本
大
会
へ
足
を
運
ん

で
さ
わ
や
か
な
感
動
を
体
験
し
よ
-
っ
。

き
ら
り
ん
び
っ
く
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会

-
十
月
に
富
山
市
で
開
催
さ
れ
る
第

三
十
六
回
全
国
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
「
き
ら
り
ん
び
っ
く
富
山
」
。

そ
の
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
が
富
山
市
内

の
五
会
場
で
行
わ
れ
、
選
手
や
役
員
、

大
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
約
六
千
百

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

-
個
人
四
競
技
、
団
体
三
競
授
か
行
わ

れ
、
本
大
会
出
場
を
め
ざ
す
九
県
八
百
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5月

自
然
を
尊
び
、
自
然
を
愛
す
る

ジ
ュ
ニ
ア
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
養
成
講
座
が

ス
タ
ー
ト

-
「
富
山
県
自
然
保
護
講
座
(
ジ
ュ
ニ

ア
ナ
チ
ユ
ラ
リ
ス
ト
養
成
コ
ー
ス
)
」
の

開
講
式
が
富
山
市
で
行
わ
れ
、
県
内
の

小
中
学
生
四
十
三
人
が
初
日
の
講
義

に
望
み
ま
し
た
。

-
問
合
せ
身
体
障
害
者
「
今
小
l
ツ
大
会
室

8
0
7
6
(
4
4
4
)
8
6
0
0
 

-
こ
の
講
座
は
、
自
然
保
護
の
精
神
を

身
に
つ
け
た
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
こ

と
を
目
的
に
、
今
年
度
か
ら
実
施
さ
れ

る
も
の
で
す
。
九
月
ま
で
行
わ
れ
る
講

義
六
回
(
十
八
時
間
)
と
現
地
研
修
三

とやま音のある風景

ねつおくり太鼓ねいの里での野外実習 (6月10日) 15 

高速ネットワークの幕開け
北陸自動車道全線開通

とや

昭和63年7月初日(水)

1988 

な
さ
ん
。

受
賞
、が
は
ず
み
と
な
り
、
さ
ら
に
活

躍
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

-
問
合
せ
財
団
法
人
富
山
県
未
来
財
団

8
0
7
6
(
4
4
4
)2
0
0
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5月

緑
、
が
っ
つ
む
豊
か
な

ふ
る
さ
と
づ
く
り

第

一
同
と
や
ま
森
の
祭
典

-
平
村
の
た
い
ら
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ

ー
広
場
で
農
林
漁
業
関
係
者
や
花
と

み
ど
り
の
少
年
団
な
ど
干
六
百
人
の

参
加
の
も
と
「
第
一
回
と
や
ま
森
の
祭

回
(
う
ち
宿
泊
研
修
二
回
)
を
通
し
て
、

富
山
県
の
動
植
物
の
生
態
な
ど
に
つ
い

て
学
習
す
る
乙
と
に
し
て
い
ま
す
。

-
受
講
者
同
講
義
の
中
で
最
も
興
昧

を
も
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
感
想
文
を
提

出
し
た
後
、
ジ
ュ
ニ
ア
ナ
チ
ユ
ラ
リ
ス

ト
に
認
定
さ
れ
ま
す
。
認
定
後
は
、
自

然
保
護
活
動
へ
の
協
力
や
自
然
解
説

活
動
の
体
験
な
ど
を
自
発
的
に
重
ね
て

い
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
こ
う
し
た
活

動
が
、
将
来
の
富
山
県
ナ
チ
ユ
ラ
リ
ス

ト
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

-
問
合
せ
県
庁
自
然
保
護
課
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6月

ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
に
多
彩
に
活
用

県
総
合
運
動
公
園
「
屋
内
グ
ラ
ウ
ン

ド
」
が
オ
ー
プ
ン

国
富
山
市
南
中
田
の
県
総
合
運
動
公

圏
内
に
「
屋
内
グ
ラ
ウ
ン
ド
」
が
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
冬
の
聞
や
雨
の
時
に

も
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る
土
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
す
。

-
こ
の
施
設
は
、
国
の
緊
急
経
済
対
策

の
補
助
金
な
ど
有
利
な
財
源
を
活
用

し
て
建
設
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
内
部

県広報と哲彦 2000.7圃 1

おやしら

令こFZ号司最後の未開通区間であった親不

知・子不知の「天険」を有する朝日IC-名立

谷浜IC聞が完成し、北陸自動車道の全線が

開通。越中境パーキングエリアで開通式が

行わオk新たな高速ネットワークの幕開けを

ネ兄ったφこれで関越・名神・東名と接続し、

円本の中央部に巨大な環状高速道路網カ形

成されることになり、流通の拡大や企業進

出、観光客誘致などに大きな効果を発揮。

交通量も年々増え続け、平成11年度は1日

平均約2万台(県内平均)と、昭和63年度の

約1.5倍にものぼる@現在、能生IC一越中境

PA間では4車線化工事が進められており、今

年度中には全線が4車線となる。県内の産

業・観光

の大動脈

は、ます

ますで利用

しやすく

なる。

本誌は古紙100%の再生紙を使用しています。

典
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

回
こ
の
祭
典
は
、
県
植
樹
祭
が
五
十
回

を
迎
え
た
の
を
機
会
に
、
秋
に
開
催
し

て
い
た
県
育
樹
祭
と
統
合
し
た
も
の

で
、
森
林
に
関
す
る
県
民
の
知
識
と
理

の
空
間
は
、
長
さ
六
十
五
メ
ー
ト
ル
、

幅
七
十
メ
ー
ト
ル
、
天
井
ま
で
の
高

さ
は
最
も
高
い
と
こ
ろ
で
二
十
五
メ
l

l

卜
1
レ。

-
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
や
ゲ
l
ト
ボ
ー
ル
な

ど
の
試
合
が
可
能
な
ほ
か
、
サ
ッ
カ
ー
、

ラ
グ
ビ
ー
、
野
球
な
ど
で
も
実
戦
に
即

し
た
練
習
が
で
き
ま
す
。

-
併
設
の
管
理
棟
に
は
、
シ
ャ
ワ
ー
ル

ー
ム
や
更
衣
室
の
ほ
か
、
利
用
者
が
く

つ
ろ
げ
る
ロ
ビ
ー
を
用
意
。
各
種
健
康

ス
ポ
ー
ツ
、
運
動
会
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
な
ど
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
多
彩
に
活

用
で
き
ま
す
。

-
利
用
の
申
込
み
、
問
合
せ

県
総
合
運
動
公
園
管
理
事
務
所

8
0
7
6
(
4
2
9
)
B
8
3
5
 開館式のあと行われたアローズ北陸の練習試合

越中境で行われた開通式

解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

-
こ
の
日
は
、
椿
や
山
桜
な
ど
の

苗
木
五
百
本
あ
ま
リ
を
植
樹
し

た
ほ
か
、
木
工
教
室
や
苗
木
の
無

料
配
布
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
行
事

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

-
森
林
は
土
砂
災
害
の
防
止
や

者
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
の
吸
収

到
な
ど
、
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
私

始
た
ち
の
く
ら
し
を
支
え
て
い
ま

附
す
。
県
で
は
、
美
し
い
ふ
る
さ
と

担
を
守
り
伝
え
て
い
く
た
め
、
花
と

酎
緑
の
県
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま

制

す

。

苗-
問
合
せ
県
庁
林
政
課

8
0
7
6
(
4
4
4
)
3
3
8
6
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年
)
、
国
連
に
お
い
て
、
「
人
権
教
育
の
た
め
の

国
連
十
年
」
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。
我
が
同
に

お
い
て
も
、
平
成
九
年
(
一
九
九
七
年
)
に
、

「
『
人
権
教
育
の
た
め
の
国
連
十
年
』
に
関
す

る
国
内
行
動
計
画
」
を
策
定
し
、
国
や
県
、
関

係
機
関
な
ど
が
連
携
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
場
で

人
権
教
育
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た

の
で
す
。

世
界
人
権
宣
言

あ
ら
ゆ
る
差
別
を
禁
止
し
、
す
べ
て
の
人
間
の

自
由
・
平
等
無
差
別
の
原
則
を
定
め
た
人
権
の
国

際
的
基
準
と
な
る
も
の
。

な
お
、
国
連
で
は
、
富
一
言
を
採
択
し
た
十
二
月

十
日
を
「
人
権
デ
|
」
と
定
め
て
い
る
。

国
際
人
権
規
約

世
界
人
権
宣
言
を
具
体
的
に
条
約
化
し
た
も
の

で
、
「
経
済
的
、
社
会
的
及
び
文
化
的
権
利
忙
関

す
る
国
際
規
約
(
社
会
権
規
約
)
」
と
「
市
民
的
及

び
政
治
的
権
利
に
関
す
る
国
際
規
約
(
自
由
権
規

約
)
」
が
あ
る
。

「
社
会
権
規
約
」
で
は
、
労
働
の
権
利
、
社
会
保

障
に
つ
い
て
の
権
利
、
教
育
に
つ
い
て
の
権
利
な

ど
を
保
障
。
「
自
由
権
規
約
」
で
は
、
思
想
・
言
論
・

集
会
・
結
社
の
自
由
、
身
体
の
自
由
と
安
全
、
移
動

の
自
由
、
差
別
の
禁
止
な
ど
を
保
障
し
て
い
る
。

目指して

「
人
権
教
育
の
た
め
の
国
連
十
年
」

平
成
七
年
(
一
九
九
五
年
)
か
ら
平
成
十
六
年

(二

O
O四
年
)
ま
で
を
「
人
権
教
育
の
た
め
の
国

連
十
年
」
と
す
る
こ
と
を
決
議
、
同
時
に
そ
の
行

動
計
画
を
採
択
。
行
動
計
画
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
学

習
の
場
で
人
権
教
育
を
推
進
し
、
「
人
権
と
い
う
普

遍
的
文
化
」
を
世
界
中
に
築
き
あ
げ
る
こ
と
を
目
指

し
、
こ
の
十
年
間
に
重
点
的
に
取
り
組
む
こ
と
に

し
て
い
る
。

国際連合成立

世界人権宣言を採択

人種差別撤廃条約を綴択

国際人権規約を採択

女性差別鰍廃条約を採択

高齢者問題国際行動計画を綴択

子ども権利条約を採択

「人権教育のための国連10年Jを決議、行動計画を採択

日本国憲法公布

同和対策事業特別措置法の制定

「人権教育のための国連10年推進本部」を設置

高齢者社会対策基本法の制定

人権擁護施策雄進法の制定

アイヌ文化娠興法の制定

「人権教育のための国連10年Jに関する圏内行動計画を策定

男女共同参画基本法の制定

平成11年(1999年) 感染症の予防及び感染症の患者の医療に関する法律の制定

人権に

関する

主な動き

県広報と哲彦 2000.7・ 3

「
人
権
の
世
紀
」
と
い
わ
れ
る
こ
十
一
世
紀
を
間
近
に
控
え
、
人
権
の
尊
さ
、
大
切

さ
を
み
ん
な
で
考
え
、
す
べ
て
の
人
々
が
お
互
い
の
存
在
や
尊
厳
を
か
け
が
え

の
な
い
も
の
と
し
て
認
め
合
う
こ
と
が
日
常
生
活
の
な
か
で
当
た
り
前
と
な
る

よ
う
な
社
会
の
実
現
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
芯
な
か
で
、
県
で
は
、
県
民
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
守
ら
れ
、
安
全
で

心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
人
権
教
育
・
啓
発
に
関
す
る
基

本
方
針
や
施
策
の
方
向
を
明
ら
か
に
し
た
「
「人
権
教
育
の
た
め
の
国
連
十
年
」

に
関
す
る
富
山
県
行
動
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

人
権
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と

が
大
切

「
人
権
」
と
い
う
言
葉
か
ら
、
皆
さ
ん
は
何

を
思
い
浮
か
べ
ま
す
か
。
何
か
大
変
難
し
く
、

や
っ
か
い
な
問
題
、
自
分
の
生
活
と
は
直
接

か
か
わ
り
の
な
い
他
人
の
問
題
な
ど
と
思
っ

て
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

人
権
と
は
、
明
人
間
と
し
て
生
ま
れ
て
き
た
ら

誰
も
が
持
っ
て
い
る
権
利
、
幸
せ
に
人
間
ら

し
く
生
き
て
い
く
た
め
の
権
利
」
で
あ
り
、
一
誰

か
ら
も
侵
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
権
利
」
で
す
。

い
ま
、
こ
の
人
権
の
尊
重
こ
そ
が
、
す
べ
て
の

人
々
の
行
動
の
基
本
と
な
る
こ
と
が
必
要
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
互
い
の
存
在
や
尊

厳
を
認
め
合
う
こ
と
が
日
常
生
活
の
な
か
で

当
た
り
前
と
な
る
よ
う
な
社
会
の
実
現
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
現
実
に
は
、
他
人
の
人
権
を
思
い
や

る
こ
と
な
く
、
自
分
の
権
利
だ
け
を
主
張
す

る
風
潮
が

一
部
に
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
何
気

な
く
交
わ
す
会
話
や
ふ
る
ま
い
が
相
手
の
心

を
傷
つ
け
た
り
、
お
と
し
め
た
り
し
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

多
岐
に
わ
た
る
人
権
問
題
と

そ
の
対
応

「
国
民
は
、
す
・べ
て
の
基
本
的
人
権
の
享

有
を
妨
げ
ら
れ
な
い
。
こ
の
憲
法
が
国
民
に

保
障
す
る
基
本
的
人
権
は
、
侵
す
こ
と
の
で

き
な
い
、
水
久
の
権
利
と
し
て
、
現
在
及
び
将

来
の
国
民
に
与
へ
ら
れ
る
」
(
憲
法
第
十

一
条
)

「
基
本
的
人
権
の
尊
重
」
を
大
き
な
柱
の

一
つ
と
す
る
憲
法
の
も
と
、
我
が
国
で
も
さ

ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
今
も
な
お
、
人
種
や
性
別
、
社

会
的
身
分
に
よ
る
差
別
な
ど
の
人
権
侵
害
が

見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
国
際
化
、
情
報
化
、

少
子
・
高
齢
化
等
の
社
会
情
勢
の
急
激
な
変

化
な
ど
も
、
人
権
問
題
を
複
雑
化
さ
せ
て
い

ま
す
。

さ
ら
に
、
富
山
県
は
保
守
的
な
傾
向
が
強

い
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
、
古
い
し
き

た
り
や
風
習
に
と
ら
わ
れ
た
り
、
閉
鎖
的
に

な
り
が
ち
に
な
る
と
の
指
摘
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
県
民

一
人
ひ
と

り
の
人
権
が
守
ら
れ
、
す
べ
て
の
人
々
が
安

全
で
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
よ
う
な
社
会
の
実

現
を

H
指
し
、
こ
の
た
び
「
富
山
県
行
動
計

画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
で
は
、

人
権
問
題
の
現
状
と
課
題
を
踏
ま
え
、
こ
れ

か
ら
の
人
権
教
育
・
啓
発
に
関
す
る
基
本
方

針
や
施
策
の
方
向
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
幸
せ
に
生
活
し
て
い
く
た
め
に

は
、
人
権
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
身
に
つ

け
、
私
た
ち
自
身
が
他
人
の
人
権
を
尊
重
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
日
常
生
活
で
人
権

上
問
題
の
あ
る
よ
う
な
出
来
事
に
接
し
た
と

き
に
、
直
感
的
に
そ
の
こ
と
が
お
か
し
い
と

思
う
感
性
を
育
み
、
養
う
こ
と
が
必
要
な
の

で
す
。

世
界
と
日
本
の
動
き

二
十
世
紀
に
入
つ
て
の
二
度
に
わ
た
る
世

界
大
戦
の
反
省
に
立
っ
て
、
-
国
際
平
和
と
安

全
の
維
持
」
、
「
人
権
及
び
自
由
尊
重
の
た
め

の
国
際
協
力
」
な
ど
を
目
的
と
し
、
昭
和
二

十
年
(
一
九
四
五
年
)
に
国
際
連
合
(
国
連
)

が
成
立
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
昭
和
二
十
三
年

(
一
九
四
八
年
)
に
「
世
界
人
権
宣
言
」を
採
択
、

昭
和
四
十

一
年
(
一
九
六
六
年
)
に
は
、
そ
の

宣
言
に
法
的
拘
束
力
を
持
た
せ
る
「国
際
人

権
規
約
」
を
採
択
し
、
人
権
に
関
す
る
国
際

的
な
基
準
を
世
界
中
の
国
や
人
々
に
示
し
ま

し
た
。

こ
の
よ
う
な
な
か
、
平
成
六
年
(
一
九
九
四

富
山
県
行
動
計
画
の
内
容

女
性

現
在
、
法
的
に
は
男
女
の
平
等
な
取
扱
い
が
保

障
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
実
に
は
、
人
々
の
意
識

の
中
に
形
成
さ
れ
た
百
力
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」

と
い
う
性
別
に
よ
る
固
定
的
役
割
分
担
意
識
が
根

強
く
残
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
職
場
で
の
セ
ク
シ

ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
男
女
聞
に
お
け
る
暴
力
、

情
報
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
性
の
商
品
化
等
の
問
題
も

あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
男
女
平
等
意
識
の
普
及
、
女
性
の

社
会
参
画
の
促
進
、
男
女
平
等
な
雇
用
環
境
と
多

様
な
就
業
機
会
が
選
択
で
き
る
社
会
環
境
の
整
備

な
ど
を
推
進
し
ま
す
。

-
副
読
本
の
中
学
校
へ
の
配
布
、
県
女
性
総

合
セ
ン
タ
ー
で
の
研
修
等
の
実
施

-
育
児
・
介
護
の
社
会
的
支
援
に
関
す
る
気

運
の
醸
成
、
女
性
の
ニ

l
ズ
に
あ
っ
た
多

様
な
就
労
形
態
の
普
及
促
進

-
性
や
暴
力
等
の
問
題
や
悩
み
に
対
す
る
相

談
、
助
言
・
支
援
体
制
の
充
実

子
ど
も

近
年
、
家
庭
や
地
域
で
の
教
育
機
能
の
低
下
芯

ど
の
影
響
に
よ
り
、
い
じ
め
や
残
虐
芯
少
年
犯
罪
、

親
に
よ
る
児
童
虐
待
芯
ど
様
々
な
問
題
、
が
起
き
て

い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
関
係
機
関
の
有
機
的
な
連
携
に
よ

る
い
じ
め
や
児
童
虐
待
の
早
期
発
見
、
こ
こ
ろ
の

教
育
の
推
進
、
学
校
や
家
庭
で
の
相
談
体
制
の
充

実
を
推
進
し
ま
す
。

-
学
校
と
家
庭
、
地
域
等
が
連
携
し
、
総
合

的
に
心
の
教
育
を
進
め
る
「
中
学
校
区
こ

こ
ろ
の
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
」
の
充
実

・
学
校
で
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
指
導
員
の
効

果
的
な
配
置
、
保
健
・
医
療
関
係
の
専
門
家

等
と
の
連
携
に
よ
る
相
談
体
制
の
充
実

4・ 県広報と廿iF2000.7 



特集心豊かな社会の実現を目指して

人権擁護に関する主な相談窓口
・人権一般に関する相識 ・高齢者、障害者、外国人等の就業に関

富山地方法務局人権擁護課 する相談

宮 076(441) 0550 蚕五五福業安定所い口ーワーク)

.魚津支局包 0765(22)0461
・障害者に関する相識

・高岡支局宮 0766(22)2327
・砺波支局宮 0763(32)2361 身体障害者更生相談所

宮 076(421) 1161 
県庁生活文化課
宮 076(444)9646 知的障害者相談センター

宮 076(428)0240

・女性の生き方相談 心の相談センター

サンフォルテ相談室 宮 076(428)0606

E076(432)4500 

・女性の悩みごと相談

県女性相談センター

宮 076(421 ) 6252 

・児量に関する相識

富山児童相談所宮 076(423)4000 

高岡児童相談所 ft 0766(21 )2124 

・いじめ等に関する相談

県総合教育センタ-

ft 076 (444) 6320 

-
家
庭
で
の
相
談
体
制
の
充
実
と
子
育
て
支

援
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
推
進

-
地
域
で
の
子
ど
も
の
活
動
拠
点
の
整
備
・

活
用
の
促
進

高
齢
者

高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、
介
護
を
必
要
と
す
る

高
齢
者
が
増
加
す
る
一
方
、
働
く
意
欲
と
能
力
を

持
ち
、
可
能
芯
限
り
自
立
し
て
、
快
適
な
生
活
を

送
り
た
い
と
考
え
て
い
る
高
齢
者
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
健
康
で
生
き
が
い
を
持
っ
て
い
き

い
き
と
活
動
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
高

齢
者
の
社
会
参
加
の
た
め
の
活
動
の
促
進
、
知
識

や
技
術
を
生
か
す
機
会
の
拡
充
な
ど
に
努
め
ま
す

0

・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
相
談
体
制
の
充
実

-
悩
み
ご
と
な
ど
に
対
す
る
相
談
体
制
の
充

実
、
各
種
相
談
機
関
の
連
携
の
強
化

-
豊
富
な
知
識
や
経
験
を
生
か
し
た
就
業
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
場
の
提
供

ィ
サ
障
害
者

近
年
、
一
バ
リ
ア
フ
リ
|
」
(
障
壁
を
取
り
除
く
こ

と
)
な
ど
の
考
え
方
が
、
次
第
に
日
常
生
活
に
浸
透

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

な
お
多
く
の
障
壁

や
差
別
が
社
会
に
存
在
し
て
い
る
の
も
事
実
で
す
。

こ
の
た
め
、
障
害
の
あ
る
な
し
に
か
か
わ

5
す、

共
に
暮
う
す
こ
と
が
当
た
り
前
で
あ
る
と
い
う
社

会
を
め
ざ
す
「
ノ
l

マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
の
理

念
に
基
づ
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
バ
リ
ア
を
取
り
除
く

各
種
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

-
副
読
本
の
学
校
へ
の
配
布
、
特
殊
教
育
諸
学

校
と
の
交
流
学
習
事
業
の
推
進

-
障
害
者
雇
用
に
関
す
る
啓
発
の
推
進

-
県
有
施
設
、
公
共
交
通
機
関
等
の
バ
リ
ア

フ
リ

l
化
の
推
進
、
低
床
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ

パ
ス
の
導
入
な
ど
、
福
祉
の
ま
ち
"つ
く
り

の
推
進外

国
人

県
内
に
は
、
平
成
十
一
年
末
現
在
で
約
八
千
七

百
人
の
外
国
人
が
居
住
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国

際
定
期
航
空
路
線
の
開
設
や
対
岸
貿
易
等
に
よ

り
、
外
国
人
と
接
す
る
機
会
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
が
、
言
語
や
文
化
、
生
活
習
慣
な
ど
の
相
互
理

解
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
社
会
や
雇

用
の
場
な
ど
で
の
偏
見
や
差
別
の
問
題
が
起
き
て

い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
世
界
に
開
か
れ
た
地
域
社
会
の
実

現
を
目
指
し
、
相
互
理
解
を
深
め
る
た
め
の
啓
発

活
動
や
外
国
人
が
暮
う
し
や
す
い
基
盤
輸
つ
く
り
を

推
進
し
ま
す
。

-
県
民
と
外
国
人
が
触
れ
合
う
機
会
の
充
実
、

外
国
人
の
地
域
社
会
へ
の
積
極
的
な
参
加

の
促
進
、
雇
用
主
へ
の
不
当
な
差
別
防
止

の
啓
発
の
徹
底

-
医
療
、
防
犯
、
緊
急
時
等
各
種
生
活
情
報

H
I
V
感
染
者
等

疾
病
に
対
す
る
偏
見
や
理
解
不
足
に
よ
り
、
人

間
と
し
て
の
尊
厳
が
奪
わ
れ
る
と
と
が
あ
り
、
過

去
に
は
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
、
近
年
で
は
H
l
V感

染
者
(
発
症
す
る
と
エ
イ
ズ
患
者
と
い
わ
れ
る
)
の

問
題
、
か
あ
り
ま
す
。
と
も
に
、
感
染
力
が
弱
く
、

正
し
い
理
解
が
あ
れ
ば
日
常
生
活
で
感
染
せ
す
、

と
も
に
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
た
め
、
感
染
症
等
に
関
す
る
正
し
い
知
識

の
普
及
・
啓
発
を
図
り
、
偏
見
や
差
別
の
解
消
に

努
め
る
と
と
も
に
、
感
染
者
等
に
対
す
る
相
談
支

援
体
制
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

-
世
界
エ
イ
ズ
デ

l

(
十
二
月
一
日
)
で
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
な
ど
に
よ
る
正
し

い
知
識
の
普
及
・
啓
発
の
推
進

-
H
l
V
感
染
者
等
の
相
談
窓
口
の
充
実

-
患
者
等
へ
の
十
分
な
説
明
と
理
解
の
も
と

に
行
う
医
療
の
提
供

犯
罪
の
被
害
者
等

犯
罪
の
被
害
者
や
そ
の
家
族
は
、
直
接
的
芯
被

害
だ
け
で
な
く
、
精
神
的
、
経
済
的
に
大
き
な
被

害
を
受
け
ま
す
が
、
な
か
で
も
精
神
的
被
害
の
問

題
は
極
め
て
深
刻
で
す
。

こ
の
た
め
、
県
内
す
べ
て
の
警
察
署
等
に
被
害

者
支
援
員
を
配
置
す
る
ほ
か
、
警
一
察
署
と
専
門
家
、

関
係
機
関
等
か
ら
な
る
-
被
害
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
」
を
組
織
し
、
被
害
者
等
の
生
活
、
医
療
、

裁
判
等
の
総
合
的
な
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
県
民
一
人
ひ
と
り
、
か
被
害
者
の
心
情
を
理

解
し
、
心
の
痛
み
を
自
分
の
も
の
と
し
て
と
ら
え

る
こ
と
が
で
き
る
心
を
育
成
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
啓
発
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

-
被
害
者
支
援
は
、
社
会
全
体
で
行
う
も
の

で
あ
る
と
い
う
意
識
の
高
揚
を
図
る
広
報

活
動
の
推
進

-
相
談
窓
口
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
る
な

ど
相
談
窓
口
機
能
の
充
実

の
外
国
語
で
の
提
供
の
充
実

-
外
国
人
の
日
本
語
学
習
へ
の
支
援
、
我
が

国
の
歴
史
や
文
化
、
生
活
習
慣
な
ど
の
学

習
機
会
の
充
実

刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
等

刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
や
刑
の
執
行
を
猶
予

さ
れ
た
人
が
、
偏
見
や
先
入
観
に
よ
り
、
就
業
の

機
会
に
恵
ま
れ
芯
い
な
ど
、
社
会
に
受
け
入
れ
ら

れ
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
社
会
的
更
生
を
遂

げ
、
健
全
な
社
会
人
と
し
て
社
会
復
帰
す
る
た
め

の
支
援
体
制
の
確
立
が
必
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
そ
れ
ら
の
人
々
の
更
生
が
円
滑
に

図
ら
れ
、
ま
た
、
そ
の
家
族
の
人
権
が
侵
さ
れ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、
関
係
機
関
が
連
携
し
て
県
民

の
意
識
啓
発
に
取
り
組
み
ま
す
。

-福祉全般に関する相談

各市町村、各社会福祉事務所

圃犯罪彼害に関する相識

悩みごと、困りごと相談110番

宮 076(442)0110

被害女性の悩みごと 女性被害 110番
宮 0120(ア2)8730

少年の悩みごと ヤンクテレフォンコーナー

20120(87)3415 

いじめに関する相談 いじめ110番

ft 01 20 (32) 7867 

.感染症、健康等に関する相談

各保健所

・外国人の生活相談

とやま国際センター

宮 076(444)2500

-更生保護に関する相談

富山保護観察所

宮 076(421 ) 5620 

-子どもたちのための悩みごと相談

子ども24時間電話相談(子どもホットライン)

宮 076(443)0001

・高齢者やその家族の心配ごと悩みごと

に関する絹設

高齢者総合相談センター(シルバー110番)

E076 (441) 4 1 10 

.高齢者、障害者の権利侵害、金銭管理、

財産保全に関する相識

富山県地域福祉権利擁護センター

宮 076(432)6157

• 支地
援域
組ぐ
織る

22 
実主
宣伝
義制

や
市
民

よ
る

フ
同
和
問
題

同
和
問
題
と
は
、
我
が
国
社
会
の
歴
史
的
発
展

の
過
程
で
形
づ
く
ら
れ
た
身
分
的
差
別
に
よ
り
、

同
和
地
区
・
被
差
別
部
落
と
呼
ば
れ
る
特
定
の
地

域
出
身
で
あ
る
こ
と
や
、
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
こ

と
を
理
由
に
さ
ま
ざ
ま
芯
社
会
的
不
利
益
を
受
け
、

人
間
と
し
て
の
誇
り
を
傷
つ
け

5
れ
て
い
る
と
い

う
問
題
で
す
。
同
和
問
題
の
解
決
を
図
る
た
め
に

は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
正
し
い
理
解
と
認
識

が
必
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
同
和
問
題
に
関
す
る
正
し
い
理
解

と
認
識
が
深
ま
る
よ
う
啓
発
等
を
推
進
し
ま
す

0

・
偏
見
や
差
別
を
解
消
し
、
互
い
に
尊
重
し

あ
う
心
を
育
て
る
教
育
活
動
の
推
進

-
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た
効
果
的
な
啓

発
活
動
の
推
進

-
同
和
問
題
を
口
実
と
し
て
不
当
な
利
益
を

得
よ
う
と
す
る
「
え
せ
同
和
行
為
」
の
排
除

に
向
け
て
の
啓
発

ア
イ
ヌ
の
人
々

ア
イ
ヌ
の
人
々
は
、
日
本
語
と
は
異
な
る
言
語

系
統
の
ア
イ
ヌ
語
な
ど
固
有
の
文
化
を
有
す
る
民

族
で
す
。
し
か
し
、
明
治
以
降
の
北
海
道
開
拓
の

歴
史
の
な
か
で
進
め
ら
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
同
化
政

策
に
よ
り
、
ア
イ
ヌ
語
の
使
用
や
独
自
の
風
習
が

禁
止
さ
れ
る
芯
ど
、
固
有
の
民
族
と
し
て
認
め
ら

れ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
現
在
で
も
ア
イ
ヌ
の
人
々

の
歴
史
や
伝
統
、
文
化
に
対
す
る
誤
っ
た
認
識
に

よ
り
、
差
別
や
偏
見
が
依
然
と
し
て
存
在
し
て
い

ま
す
。こ

の
た
め
、
ア
イ
ヌ
の
人
々
を
正
し
く
理
解
し
、

民
族
と
し
て
の
誇
り
を
尊
重
す
る
よ
う
普
及
・
啓

発
に
努
め
ま
す
。

人
権
を
尊
重
し
、
真
に
豊
か
で

ゆ
と
り
の
あ
る
社
会
を

県

民

一
人
ひ
と
り
に
人
権
の
意
味
や
そ
の

大
切
さ
が
知
識
と
し
て
身
に
つ
き
、
人
権
へ

の
配
慮
が
意
識
や
行
動
に
定
着
す
る
た
め
に

は
、
生
涯
を
通
じ
た
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
で
の

人
権
教
育
の
実
施
が
必
要
で
す
。

県
で
は
、
学
校
教
育
の
み
な
ら
ず
、
家
庭

や
地
域
、
職
場
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
場
を
通
じ

た
人
権
教
育
・
啓
発
の
推
進
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。
な
か
で
も
、
人
権
に
か
か
わ
り

の
深
い
特
定
の
職
業
に
従
事
す
る
人
々
、
教

職
員
・
社
会
教
育
関
係
職
員
、
医
療
関
係

者
、
保
健

・
福
祉
関
係
職
員
、
消
防
職
員
、

警
察
職
員
、
公
務
員
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
関
係

者
な
ど
に
対
す
る
人
権
教
育
に
関
す
る
取
り

組
み
の
強
化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

私
た
ち

一
人
ひ
と
り
が
、

一
人
の
人
間
と

し
て
尊
重
さ
れ
る
真
に
豊
か
で
ゆ
と
り
の
あ

る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
努
力
を
続
け
て
い

き
ま
す
。

人権啓発講演会のご案内

E書面E日時/7月25日(火)13:30~ 
匪望冒 会場/高岡JA会館 7Fホール
ー一一一一 .内容 人権啓発映画上映 (13:30-14:30)

講演会 (14:40-16:00) 

E事四 日時/7月26日(水)9:30~ 

医'曹 会場/高志会館カルチャーホール
一一一一 ・内容人権啓発映画上映 (9:30-10:30)

講演会 (10:40-12:00)

演題「日本の人権、位界の人権J
講師学習院大学法学部教授波多野 里望氏

一講演と映画の集い-

人
権
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
意
識
調
査

・
実
施
日
平
成
十
一
年
九
月
十
七
日

・
対
象
者
県
政
モ
ニ
タ
ー
二
四
七
名

・
回
収
数
同
百
九
十
四
名

県広報と~ま 2000.7 ・ 5

Q
基
本
的
人
権
は
侵
す
ご
と
の
で
き
な
い
永

久
の
権
利
と
し
て
、
憲
法
で
保
障
さ
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

知うない

5.7% 

Q
基
本
的
人
権
に
関
わ
る
問
題
に
つ
い
て
、

関
心
あ
る
も
の
を
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

叩

劃回数複

80.4% 

79.9% 

79.4% 

70.6% 

60 

46.4% 

40.2% 

33.5% 

29.9% 

40 20 

子どもに関わる問題

女性に関わる問題

障害のある人に関わる問題

高齢者に関わる問題

エイズ患者等に関わる問題

在日外国人に関わる問題

刑を終えて出所した人に関わる問題

同和問題

%。

Q
日
常
生
活
の
な
か
で
、
差
別
や
人
権
侵
害

を
受
け
た
と
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

答

%
回

5
1
1
1

無
旦

Q 

そ
れ
は
、
ど
の
よ
う
な
場
合
で
す
か
。

43.1% 

40 50 

(複数回答)

41.5% 

38.5% 

24.6% 

23.1% 

23.1% 

30 

18.5% 

20 

7.7% 

6.2')も

3.1')も

10 

あらぬ峰、他人からの悪口による
名嘗、信用等の侵害

差別待遇(矧 )

公的機関や企業・団体による
不当な取級い

セクシャル・J、ラスメント

思力、曾迫、強要{誕2)、仰聞はずれ

プライバシーの侵害

悪臭、騒音等の公害

特定の人に執鋤につきまとわれる

犯罪、不法行為のぬれぎぬ

水道、ガス害事を止められたような
住居の安全に関すること

%。

※

1

差
別
待
遇
(
人
種
・
信
条
・
性
別
・
社
会
的
身
分
等
に

よ
り
、
不
平
等
又
は
不
利
益
な
取
扱
い
を
さ
れ
た
)

※

2

暴
力
、
脅
迫
、
強
要
(社会
的
地
位
、
慣
習
、脅
迫
な
ど

に
よ
り
、
本
来
義
務
の
な
い
こ
と
を
さ
せ
ら
れ
た
り
、

権
利
の
行
使
を
妨
害
さ
れ
た
)

6 ・ 県広報と~* 2000.7 

-
特
集
に
つ
い
て
の
問
合
せ
・
ご
意
見
は
、

県
庁
生
活
文
化
課
ま
で

E
0
7
6
(
4
4
4
)
9
6
4
6
 



ωE川きたい!川るあな問ツクアップ ! 

働きたい!がんばる
あなたをバックアップ
昨年9月に「富山県総合的雇用対策」を策定して以来、県では、雇用の創出や維持、就業

機会の確保に積極的に取り組んできました。しかし、県内の雇用情勢は依然として厳

しい状況にあるととから、このたび、各種施策を充実するなどとの雇用対策を見直し、

一層の雇用の安定・確保に取り組みます。

一富山県総合的雇用対策改定一

禁固
思l言
語|去

思 I ~
委|語
岩|警
充105

確

-
六
十
五
歳
以
上
ま
で
定
年
を
引
き
上
げ
た
り
、

継
続
雇
用
を
進
め
る
企
業
に
助
成
す
る
同
助
成

金
(
上
限
千
五
百
万
円
)
の
対
象
要
件
が
拡
充
さ

れ
ま
し
た
。

定定
年年
をを

十十
一←五
歳司歳

以以
上上

'̂ '̂ ヨl ヨ|
きき
上上
げげ

在
職
者
求
職
活
動
支
援
助
成
金
の
新
設

-
定
年
・
解
雇
等
に
よ
り
離
職
が
予
定
さ
れ
て
い

る
中
高
年
齢
者
を
離
職
後
、
す
ぐ
に
雇
い
入
れ

高齢者の方々を積侮的に雇用している富山

市の事業所

厳
し
い
雇
用
情
勢
へ
の
対
応

県
で
は
、
昨
年
九
月
に
「
富
山
県
総
合
的
雇

用
対
策
」
を
策
定
し
、
(
財
)
富
山
県
技
術
開
発

財
団
に
「
新
事
業
創
出
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を
設

置
し
て
新
事
業
創
出
の
た
め
の
支
援
体
制
を

整
備
し
ま
し
た
。
ま
た
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
る

緊
急
地
域
雇
用
特
別
交
付
金
を
活
用
し
、
県

や
市
町
村
で
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
実
施
し
て

短
期
の
雇
用
・
就
業
機
会
を
生
み
出
す
な
ど

各
種
施
策
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
含
め
た
各
種
の
政
策
効
果
が
浸

透
し
て
き
た
こ
と
で
、
本
県
の
景
気
は
、
緩
や

か
な
改
善
が
続
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
雇
用

情
勢
も
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
も

の
の
県
内
の
四
月
の

栄
有
効
求
人
倍
率
は
、

0
・
七
倍
で
、
昨
年
同
期
の

0
・
五
四
倍
に
比

べ
る
と
若
干
上
向
い
て
き
て
い
ま
す
。

ま支る
す 援企
。助業

成な
金ど
彼に
~~ 
2芋
Z る

芋荏
月職
に者
新求
亘又相馬

さ活
れ動

ヨ
a
新
規
営
校
卒
業
者
等
へ
の
就
職
支
援

・
・
体
制
の
充
実
、
就
業
能
力
の
向
上
支
援

-
若
年
者
の
職
業
意
識
の
啓
発
と
接求
人
・
求
職

の
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
解
消
を
図
る
た
め
、
大
学
等

の
在
学
者
が
職
場
体
験
す
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
事
業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
高
校
生
が
職

場
体
験
す
る
つ
ジ
ュ
ニ
ア
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ツ

プ
」
を
新
た
に
導
入
し
、
将
来
の
適
切
な
職
場

選
択
に
役
立
て
ま
す
。

今年6月、大学等卒業予定者を対象に行われた合同
就職面接会(テクノホール)

-新規開業についての支援

(財)富山技術開発財団

8076(433)6788 

但片)富山県中小企業振興財団

包 076(432)6922

富山県中小企業支援センター

ft 076 (439) 5584 

・新規開業等に関する助成金・能力開発に

ついて

雇用・能力開発機構富山センター

ft 076 (433) 221 1 

・新規・成長分野での雇用に関する奨励金・

高齢者の雇用に関する助成金について

富山県雇用対策協会

ft 076 (442) 2055 

-介護分野の雇用に関する助成金について

側)介護労働安定センター富山支部

ft 076 (444) 0481 

-仕事に関する相談や職業の紹介、雇用

保隙や職業訓練などについて

富山労働局職業安定課

8076(432)2782 

最寄りのハローワーク

・富山 ft076 (431) 8609 

・高岡 n0766 (21) 1 51 5 

・魚津 n0765 (24) 0365 

・砺波窓口763(32)2914

・滑川 n076 (475) 0324 

・氷見 n0766 (74) 0445 

・小矢部 ft 0766 (67) 031 0 

・新湊包0766(82)3195

-職業訓練について

告職業能力開発センター

・富山 ft076 (451) 3504 

・黒部 ft0765 (52) 0251 

・福野 ft0763 (22) 3 1 52 

・賃金、解雇、労働条件、労使関係、

労働福祉などについて

労働相談ダイヤル

包 076(444)9000

紹介内容についての

主な相談窓口

中小企業支援センターでの相談風景

こ
の
よ
う
な
な
か
、
国
で
は
、
我
が
国
経
済

を
早
急
に
本
格
的
回
復
軌
道
に
乗
せ
、
さ
ら
に

力
強
い
も
の
に
す
る
た
め
、
「
経
済
新
生
対

策
」
、
「
ミ
ス
マ
ッ
チ
解
消
を
重
点
と
す
る
緊

急
雇
用
対
策
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

県
で
は
、
国
の
動
き
と
歩
調
を
合
わ
せ
、
一

層
の
雇
用
の
安
定
・
確
保
を
図
る
た
め
、
「
富

山
県
総
合
的
雇
用
対
策
」
を
見
直
し
、
各
種
施

策
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

※
有
効
求
人
倍
率

求
職
者
一
人
に
対
し
て
何
件
の
求
人
が
あ
る
か
の
割
合

盛
り
込
ま
れ
た
主
な
施
策

-
園
民
間
企
業
に
よ
る
雇
用
創
出
へ
の

・
・
支
援

民
間
企
業
に
対
す
る
新
規
開
業
支
援

-
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
バ
イ
オ
、
深
層
水
関
連
の

事
業
化
に
関
す
る
調
査
・
研
究
を
進
め
る
な
ど
、

-
大
学
等
を
卒
業
し
た
も
の
の
就
職
し
て
い
な
い

人
に
必
要
な
技
能
を
身
に
つ
け
て
も
ら
う
た
め
、

専
修
学
校
や
各
種
学
校
で
の
委
託
訓
練
を
行
い

ま
す
。

-
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
等
の
公
共
職
業
能
力

開
発
施
設
の
訓
練
生
を
修
了
前
に
企
業
に
派
遣

し
、
職
業
訓
練
を
行
う
制
度
を
新
設
し
ま
す
。

ま
た
、
情
報
関
連
分
野
の
短
期
コ
ー
ス
(
一

i

二
か
月
)
を
新
設
す
る
な
ど
、
受
け
入
れ
枠
の

拡
大
を
行
い
ま
す
。

-
地
域
人
材
育
成
総
合
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
人

材
育
成
等
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

※
求
人
・
求
職
の
ミ
ス
マ
ッ
チ

求
人
企
業
と
求
職
者
の
求
め
る
条
件
が
か
み
合
わ
な
い
こ
と

.

.

 求
人
情
報
自
己
検
索
シ
ス
テ
ム
の
導
入

田
園
促
進

-
求
職
者
が
パ
ソ
コ
ン
に
よ
り
求
人
情
報
を
閲
覧

で
き
る
「
求
人
情
報
自
己
検
索
シ
ス
テ
ム
」
が
現

在
、
富
山
、
高
岡
の
各
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
中
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
魚
津
に
も
導
入
し
、
迅
速
な
求
人
情
報
を
提

供
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
成
長
産
業
の
振
興
に
重
点
的
に
取
り

組
み
ま
す
。

県広報と甘苦 2000.7・ 7

-
※イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
や
貸
工
場
へ
の
入
居
企
業
に

対
し
て
、
技
術
開
発
・
商
品
開
発
等
の
支
援
を

行
い
ま
す
。

-
中
小
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
創
業
を

目
指
す
人
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
創
造
的
事
業
活
動
)

に
取
り
組
む
人
、
経
営
革
新
に
意
欲
的
に
取
り

組
む
中
小
企
業
に
対
し
て
、
経
営
・
技
術
・
人

材
等
の
経
営
資
源
に
関
し
て
民
間
専
門
家
を
活

用
し
た
診
断
・
助
言
を
行
い
ま
す
。

※
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ

事
務
所
や
資
金
、
技
術
な
ど
の
提
供
に
よ
る
、
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
の
立
ち
上
が
り
を
支
援
す
る
機
関

新
規
・
成
長
分
野
雇
用
創
出
特
別
奨
励
金
の
拡
充

しれ新
た芯規--. 

疋成
助長
成分
す野
るで
同の
奨労
励働
金者
がの
拡新
充規
さ雇
れい
ま入

備
一
・
初
歳
以
上
印
議
未
満
の
一
・
印
歳
未
満
の
非
自
発
的

樹
一
非
自
発
的
離
職
者
一
離
職
者

対

一

・

職

業

訓

練

受

講

者

M

一
・
学
卒
未
就
職
者

一庭

雇
入
れ
対
象
労
働
者
雇
入
れ
対
象
労
働
者

真
一
一
人
に
つ
い
て
、
次
の
額
を
二
人
に
つ
い
て
、
河
万
円

一

支

給

一

を

支

給

給
一
・
特
歳
以
上

ω歳
未
満

:

一

河

万

円

3
7
初
歳
以
上
特
歳
未
満

相
万
円

介
護
雇
用
創
出
助
成
金
の
新
設

-
介
護
分
野
で
の
新
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど
の
た

め
労
働
者
の
雇
い
入
れ
な
ど
を
し
た
企
業
に
助

成
金
を
支
給
す
る
も
の
で
す
。
-
新
規
雇
い
入

れ
」
の
場
合
、
そ
の
労
働
者
の
賃
金
の
し
2
が

一
年
間
助
成
さ
れ
ま
す
。

求人情報自己検索システム。タッチパネル式なので、操作

も簡単

官
民
一
体
で
雇
用
の
安
定
確
保
を

県
は
、
富
山
労
働
局
と
連
携
し
、
こ
れ
ら
の

新
規
事
業
を
含
む
雇
用
対
策
を
関
係
機
関
と

と
も
に
官
民
一
体
と
な
っ
て
進
め
て
い
き
ま

す
。事

業
主
の
皆
さ
ん
も
、
こ
れ
ら
の
支
援
制

度
を
積
極
的
に
活
用
い
た
だ
き
、
雇
用
の
安

定
・
確
保
に
努
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

-
問
合
せ
・
ご
意
見
は
、

県
庁
労
働
雇
用
課
ま
で

8
0
7
6
(
4
4
4
)
8
8
9
7
 

8・ 県広報と刊ま 2000.7



園 圏 悶 園 困

澄
ん
だ
空
気
と
山
々
、
緑
の
森
と
湖
。

壮
大
な
自
然
は
感
動
に
満
ち
て
い
る
。

有峰ふるさと

自然公園

園

有
峰
の
豊
か
な
水
と
線
。
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
自
然
に
全
身
が
喜
ぶ
。

有峰記念舘展望台から望むふるさと自然公園。中央左の赤い屋根は、ビジ

ターセンタ一。有峰の自然をパネル等で紹介するほか、ナチュラUストが

詳しく解説してくれる。

有峰湖展望園地で湖面を見ながらひと休

み。きれいな空気と景色でリフレッシュ。

宿泊研修などを行う「有峰青少年の家」。付属のキャン

ブ施設もある。

満々と水をたたえる有峰湖。右手が有峰夕、ム。有効貯水量は2億400万立方メ トル。水力発電だけでなく、富山地

域の水源にもなっており、「日本の水源の森100選」に選ばれている。

山頂広場

第一展望台

6月5日、大型パス通行記念式のあと、

乗客を乗せて有峰に向かうパス。

(北日本新聞社提供)

とやま感動案内

熱気球体験やスターウォ ッチングなど、

楽しいイベン トが行われる「有峰フェス

ティJ¥)レJ。今年は、 7月29.30日に開催。

有峰ふるさと自然公園

有峰湖の北岸に、自然との11¥れあいを図る

野外レクリ工ーション施設として整備され

た。周囲には、 11.600haの有峰県立自然

公園が広がる。

有峰林道小見線は、一昨年から全面通行止

めにし、この間、国の大規模林業圏開発林

道事業と、有利な財源を活用した県のふる

さと林道事業を導入して整備を促進。大型

パスも通行可能になり、これで、薬師岳登山

口の折立まで大型パスで行くことができる

ように怠った。ただし、同線には、現在も工

事中や道幅が狭いところもあるので通行に

は十分注意が必要。

※大型パスの乗り入れには、事前に届出が必要。

開園期間/6月 1 日 ~11 月 12日 (予定)
利用時間/ビジターセンター及びテニスコート

午前9時~午後4時30分
有峰林道午前6時~午後8時

間合せ/
〈有峰ふるさと自然公園については〉

ビジターセンター ft076 (481) 1758 
〈有飾青少年の家・キャンプ場については〉

有峰青少年の家 n076 (481) 1758 
〈有峰林道については〉

有峰管理事務所 念 076(482)1420
〈有餓フ工スティパルについては〉

大山町企画観光課 ft076 (483) 251 7 

・電車で

富山地方鉄道有降口駅かう地鉄パスで約40分
(季節運行)

.自家用車で

立山ICから車で約50分
・林道使用料 大型車 4，300円

小型車 1，800円
自動2輪等 300円

・立山博物館 歪称名蒲

有睡口献

杢 .ヘム 富山地方蹟世立山鎗 r .平 韓名111

唱奇書 t市

和田川小見線 常願等 |

有圃デム 言集虫歯さと

折立踊

手 師岳畳山ロ
立キャンプ唱

小口川線
(7月刊刷予定)

者除雪ヲ軍. 
湖周雌 有崎潤

，../ } 

I 1. l.ノ 有飾県立自然公・

J '. 軍省纏
戸 岨・慣 .、 ，ー-ー-ー

R且トンネI~こ-;，j:、、;，' ¥ 
至A471

周路勝探
晴
山

川
根

川
猪るき吋

毘

十
ん

E

宝

察

割
湖
町

時
中
、
l

植

約
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大
自
然
に
向
か
う
道
に
は
、

心
の
高
ま
り
が
あ
る

優
美
な
薬
師
岳
に
見
守
ら
れ
る
よ
う
に
、

重
な
る
山
々
。
空
と
森
を
映
し
て
、
湖
面
を

輝
か
せ
る
有
峰
湖
。
有
峰
は
、
水
と
緑
の
富

山
を
象
徴
す
る
大
自
然
の
舞
台
で
あ
る
。

有
峰
に
入
る
ル
l
ト
は
、
小
見
線
、
小
口

川
線
と
岐
阜
県
側
か
ら
の
東
谷
線
の
三
つ

が
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
工
事
の
た
め

一
昨
年

か
ら
通
行
止
め
に
し
て
い
た
小
見
線
が
六

月

一
日
に
通
行
を
再
開
。
東
谷
線
か
ら
は

飛
越
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
て
岐
車
県
へ
行
く

こ
と
も
で
き
、

美
し
い
渓
流
や
山
並
み
な

ど
、
ル
ー
ト
ご
と
の
表
情
が
楽
し
め
る
。
風

を
感
じ
、
変
わ
っ
て
い
く
畏
色
を
見
な
が
ら

走
る
道
に
は
、
気
持
ち
を
わ
く
わ
く
さ
せ
る

も
の
が
あ
る
。
大
自
然
の
感
動
は
、
有
峰
ヘ

向
か

っ
た
と
き
か
ら
、
も
う
始
ま
っ
て
い
る
。

自
然
を
思
い
つ
き
り
満
喫

有
峰
ふ
る
さ
と
自
然
公
園

一
帯
は
、
標

高
千
メ
ー
ト
ル
を
越
え
、
夏
で
も
さ
わ
や
か

な
風
が
木
々
を
そ
よ
が
せ
る
。
あ
た
り
に

は
、
ブ
ナ
や
ミ
ズ
ナ
ラ
な
ど
の
広
葉
樹
と
ヒ

メ
コ
マ
ツ
な
ど
の
針
葉
樹
が
繁
り
、
シ
ラ
カ

バ
が
清
楚
な
姿
を
見
せ
て
い
る
。

こ
こ
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
設
が
充
実
し

て
お
り
、
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
で
は
、
木
々

や
草
花
な
ど
有
峰
の
自
然
に
つ
い
て
学
ぶ

こ
と
が
で
き
る
。
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
の
解
説

を
聞
い
て
、
理
解
を
深
め
る
の
も
い
い
。
ま

い
の
ね
や
ま

た
、
自
然
散
策
コ
l
ス
と
し
て
、
猪
根
山
探

勝
路
が
整
備
さ
れ
、
道
沿
い
に
置
か
れ
た

植
物
の
解
説
板
で
、
楽
し
み
な
が
ら
学
べ

る
し
く
み
に
な
っ
て
い
る
。
木
漏
れ
日
の
道

を
行
く
と
、
生
気
に
あ
ふ
れ
た
森
の
香
り

に
、
心
も
体
も
リ
フ
レ

ッ
シ

ュ
。
あ
ち
こ
ち

に
鳥
の
さ
え
ず
り
が
聞
か
れ
、
初
夏
に
は
、

キ
ビ
タ
キ
や
オ
オ
ル
リ
な
ど
が
見
ら
れ
る
。

森
林
浴
や
パ
l
ド
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
存
楽
し

ん
だ
ら
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

広
場
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
な
ど
の

施
設
で
ア
ウ
ト
ド
ア
体
験
を
満
喫
し
た
り
、

イ
ワ
ナ
や
ニ
ジ
マ
ス
な
ど
の
釣
り
や
山
菜
採

り
な
ど
も
楽
し
み
の
ひ
と
つ
。

自
然
の
な
か
で
宿
泊
研
修
を
行
う
有
峰

青
少
年
の
家
は
、

一
般
の
人
の
利
用
も
可

能
。
満
天
の
星
空
や
美
し
い
日
の
出
な
ど

の
感
動
も
体
験
で
き
る
。
湖
の
東
岸
に
あ
る

付
属
の
キ
ャ
ン
プ
場
で
は
、
よ
り
深
く
自
然

と
ふ
れ
あ
い
、
仲
間
と
の
楽
し
い
時
間
が
楽

し
め
る
。
そ
の
ほ
か
に
も
有
峰
の
歴
史
資
料

の
展
示
が
あ
る
有
峰
記
念
館
な
ど
も
あ
る
。

水
と
緑
の
ふ
る
さ
と
を
感
じ
る

深
い
エ
メ
ラ
ル
ド
の
湖
面
を
風
が
渡
り
、

訪
れ
る
人
を
自
然
の
安
ら
ぎ
に
誘
う
有
峰
。

こ
乙
が
水
と
緑
に
恵
ま
れ
た
富
山
の
象
徴

で
あ
る
の
は
、
景
色
の
美
し
さ
だ
け
で
な

く
、
水
力
発
電
や
生
活
用
水
な
ど
の
役
割

も
担
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

大
自
然
の
表
情
を
、
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か

ら
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
有
峰
は
、
人
間
と

自
然
の
関
わ
り
の
深
さ
を
感
じ
な
が
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
の
感
動
を
体
験
で
き
る
森
な
の
だ
。

10・ 県広報と哲彦 2000.7



と
や
ま
の

バ
ル
ー
ン
と
夢
を
ふ
く
ら
ま
せ

大
空
に
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

インフォメーションN 。T A M R 。F N 

児童手当制度が変わりました
児童手当が義務教育就学前まで支給されます

義務教育就学前
(6歳到達後最初の年度末まで)
※平成6年4月2日以後に生まれた児童

手当月額
第1子・第2子 5，000円
第3子以降 10，000円

6月1日から児童手当制度が改正され、 3歳以上の義

務教育就学前のお子さんを養育している方でも支給

要件に該当する場合は児童手当が支給されることに

芯りました。

支給を受けるには認定請求が必要です

・児童手当は、養育者からの認定請求がないと支給されません。お住まいの市町村窓口 f公務員の方は勤務先)へ

認定請求書を提出してください。

・ただし所得が一定額以上の方には児童手当は支給されません。所得制限額については、お住まいの市町村窓口

へお問合せください。

3歳未満対象年齢

認定請求はお早めに!

・3歳以上義務教育就学前のお子さんについては、平成12年9月末までに認定請求をされた場合、平成12年

6月分までを上隈としてさかのぼって支給されます。(8月以前に支給要件に該当していた月の分に限ります。)
しんきろう

)¥)レーンクラブ霊気楼代表

まつだこうそう

松田浩壮さん
1854年生まれ高岡市在住

寿司盾を営むかたわら熱気球の大会「スカイフ工スとなみ」

を定着させ、県内に熱気球愛好者を広げてきた松田さん。熱

気球による富山湾横断、立山越えと、それまで誰もやったこ

とのない飛行を成し遂げ、昨年、今年と関東平野へのロング

フライト!こも成功。愛機 r2000年とやま国体号」で国体PR

にも一役かっている。

熱
気
球
飛
行
は
ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル
を

完
成
さ
せ
る
の
に
似
て
い
る

「
熱
気
球
飛
行
は
ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル
み
た

い
な
も
の
。
細
か
い
破
片
を
ひ
と
つ
ひ
と

つ
埋
め
る
よ
う
に
準
備
を
重
ね
、
離
陸
す

る
と
き
は
、
最
後
に
残
っ
た

一
片
を
は
め

こ
む
だ
け
な
ん
で
す
」

ロ
マ
ン
や
冒
険
と
し
て
語
ら
れ
が
ち
な

熱
気
球
だ
が
、
何
百
回
と
空
を
飛
ん
で
き

た
松
田
さ
ん
は
、
離
陸
す
る
前
の
地
道
な

準
備
こ
そ
が
飛
行
の
ス
タ
ー
ト
だ
と
い
う
。

地
形
や
気
象
デ
ー
タ
を
調
べ
、
飛
行
プ
ラ

ン
を
航
空
局
に
提
出
し
、
機
材
を
整
え
、

詳しくはお住まいの市町村の窓口へお問合せください。

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

乙
れ
で
万
全
と
な
っ
た
と
き
に
始
め
て
大

空
へ
と
向
か
う
。

離
陸
し
た
後
は
、
目
的
地
ヘ
運
ん
で
く

れ
る
風
が
ど
の
高
度
に
吹
い
て
い
る
か
を

探
し
、
バ
ー
ナ
ー
の
た
き
具
合
ひ
と
つ
で

上
昇
降
下
さ
せ
な
が
ら
飛
行
す
る
。
迎
え

て
く
れ
る
雲
上
の
世
界
の
眺
め
は
素
晴
ら

し
く
、
地
上
で
は
決
し
て
見
る
こ
と
の
で

き
な
い
荘
厳
さ
に
魅
せ
ら
れ
る
と
い
う
。

国
内
初
に
次
々
と
挑
戦
し

最
長
飛
行
も
達
成

松
田
さ
ん
が
熱
気
球
と
出
会
っ
た
の
は

大
学
生
の
頃
。
立
命
館
大
学
時
代
に
雪
飛
行

研
究
会
」
を
創
設
し
、
自
分
の
手
で
作
っ
て

飛
べ
る
唯

一
の
手
段
で
あ
る
熱
気
球
に
取

り
組
む
う
ち
に
、
そ
の
奥
深
い
魅
力
に
熱

中
し
て
い
っ
た
。一

九
八

O
年
に
京
都
か

ら
富
山
に
転
居
し
て
か
ら
は
、
砺
波
平
野

と
い
う
絶
好
の
飛
行
地
を
得
て
、
熱
気
球

へ
の
情
熱
は
さ
ら
に
高
ま
っ
た
。

「
富
山
に
来
た
と
き
に
三
つ
の
目
標
が
あ

っ
た
ん
で
す
。一

つ
目
は
熱
気
球
の
普
及
。

二
つ
目
は
大
会
を
聞
き
、
継
続
さ
せ
る
こ

と
。
そ
し
て
三
つ
目
が
富
山
湾
横
断
。
そ
れ

ら
を
達
成
し
て
、
い
ま
は
通
常
の
熱
気
球

で
誰
も
飛
ん
だ
こ
と
の
な
い
と
こ
ろ
を
飛

び
た
い
と
挑
戦
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
」

九
七
年
に
は
初
の
立
山
越
え
に
成
功

し
、
九
九
年
に
は
砺
波
市
か
ら
栃
木
県
小

山
市
ま
で
の
飛
行
で
、

二
人
乗
り
で
は
国

内
最
長
の
飛
行
記
録
を
樹
立
し
た
。

立山カルデラ砂防博物館「体験学習会参加者募集j

普段は立ち入ることのできない立山カルデラの大自然とそこで

行われている砂防事業の実態を目で見、肌で感じてもらえる

体験学習会を開催します。

実施日 7月5日か510月27日の間の水曜日と金曜日に

合計31回

1回40名

立山カルデラ砂防博物館を見学したことのある小

学校3年生以上の健康な方(小学生の場合は保護

者同伴)

参加費 大人 1，700円、小学生 1，000円

※詳しくは、市役所、町村役場、県庁に備え付けの応募要領を

確認ください0

・問合せ立山カルデラ砂防博物館

~ 

象

定

対

ft 076 (481 ) 1 360 

立山自然保護センターオープン

7月21日に「自然と人との共生jを目指し、室堂平に新しい

立山自然保護センターがオープンします。

ライチョウや高山植物など立山の貴重な動植物の生態を親

しみながら理解できる展示と解説のほか、登山案内や山岳気

象などのフィールド情報も提供します。皆さんも感動や喜び

を体感してみませんか。ナチユラリスト (自然解説員)による

自然観察ツアーも実施します。

開館時間午前8時30分~午後5時

(7月21日の一般開放は午後1時かうと芯ります。)

入館料 無料

・問合せ富山県立山センター

立山自然保護センター包 076(465)521 3 

県庁自然保護課 ft 076 (444)3388 

平成12年度黒部ルート見学会の参加者募集

黒部峡谷鉄道の樺平から黒部ダムまでを結J:)I黒部ルート見

学会の参加者を募集しています。

対 象小学校5年生以上の健康な方

ω1学生の場合は保護者同伴)

実施日 9月7日かう 11月30日までの木曜日 (10月12

日を除く)と9月6目、 10月25日の計14回

応募締切実施日の7週間前

コース樺平かうと黒部夕、ムからの2コース

定 員両コースとも1回につき30人

参加費無料

※詳しくは、市役所、町村役場、県庁、関西電力県内事業所

に備え付けの「見学会のご案内」をこ貰ください。

・問合せ黒部ルート見学公募委員会事務局

包 076(442)8263 
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貴
重
な
経
験
を
伝
え

5
れ
る

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
室
町
ひ

栃
木
県
ま
で
は
、
距
離
に
し
て
二
百
七

十
キ
ロ
、
時
間
に
し
て
二
時
間
半
。
飛
行

中
は
、
操
縦
の
か
た
わ
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の

高
度
で
の
風
向
や
気
温
な
ど
を
記
録
す
る

の
も
怠
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
デ

l
タ
や
経

験
か
ら
得
た
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、
機
関
誌
な
ど

で
す
べ
て
公
開
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で

は
ロ
ン
グ
フ
ラ
イ
ト
に
参
加
す
る
仲
間
を

公
募。

そ
う
し
て
実
現
し
た
の
が
、
今
年

一
月
に
開
催
し
た

2
0
0
0年
と
や
ま
国

体
記
念
バ
ル
ー
ン
レ

l
ス
。
再
び
栃
木
県

ま
で
を
、
今
度
は
県
内
外
か
ら
集
ま
っ
た

熱
気
球
八
機
と
と
も
に
飛
び
、
全
機
が
無

事
目
的
地
に
到
達
し
た
。

「自
分
の
開
発
し
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
人
に
伝

え
、
そ
の
人
た
ち
と

一
緒
に
フ
ラ
イ
ト
で

き
た
感
激
は
格
別
で
し
た
」

こ
れ
か
ら
も
、
ロ
ン
グ
フ
ラ
イ
ト
の
レ

ー
ス
を
継
続
開
催
し
て
い
く
の
が
、
松
田

さ
ん
の
新
た
な
目
標
。
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の

夢
は
尽
き
る
こ
と
が
な
い
よ
う
だ
。

2
0
0
0
年
と
や
ま
国
体
号
で
北
ア
ル
プ
ス
上
空
を
行
く

松
田
さ
ん
と
副
操
縦
士
の
松
浦
達
三
さ
ん

「第ア回Uターンフェア・イン・とやま」の開催について

富山県内企業へUターン就職を希望される方々に県内企業

と直接面談できる場を提供するため、面接会を開催します。

日 時平成12年8月16日(水)

午前10時から午後3時まで

会 場テクノホール

参加企業約100社

対 象県内の企業へ就職を希望する社会人及び来春大学

等卒業予定者

容 ①企業の人事担当者との個別面談による採用条

件等の説明

②ハローワーク職員による職業相談、 Uターン

求職登録、職業能力開発についての相談

③住宅情報、教育情報、生活関連情報の提供

※求職者は、事前申込みの必要はありません。

※参加を希望される企業は、7月24日(月)までに最寄りのハ口

ーワークへお申し込みください。

・問合せ最寄りの八口一ワーク

または県庁労働雇用諜 包 076(444)8887 

内
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'~1 _'1.cHcÞ ; 情報
第6回世界ポスタートリ工ンナーレトヤマ2000
[8/5 (土)~10/29(日)] 
世界のポスターデザインの現在を紹介する
国際的な公募展で、入選・招待作品約450点
を展示します。

一般 1，000円/高・大 750円/小・中 500円

特別企画展「光瑳の山J
[8ハ 2 (土)~1 0/22 (日)]
ヒマラヤを日本人で初めて撮影した日本画家

石崎光瑳の写真や写生帳などを展示します。

一般 200円/高・大 160円/小・中 100円

9:30~17:00 

⑮月曜侶114は開館)・祝日の翌日

一般 650円高・大 400円小・中 250円
※展示館・這望館・まんだら遊苑の三施設セット券

ワンツースリー

子育てチャレンジ1・2・3

木の工作ランド1r丸木でつくるJ
[7/15 (土)~21 (金)]材料費300円
直径7cmの木の円盤ア枚を使い、丸い形を
生かして動物芯どを作ります。

木の工作ランドnrヲギ絵J
[7/22 (土)~8/4(金)]材料費300円 |言
自分で切り取った丸太の板に、様々主主色のl轟

釘を打ちつけて絵を描きます。

9:30~17:00 (7/20 (祝)からは18:00まで)
⑮火曜・第4水曜・祝日の翌日
入館無料

講座・講習会「植物染め講習会J
[7/29 (土)， 30(日) 1 0 : OO~ 1 6 : 00] 
アイとエンジュの花を使って、絹ハンカチを染
めます。要申込

材料費1，000円 (入園料は必要)

講座・講習会「小学生植物ふしぎ教室」
[7/31 (月 )~8/2 (水) 1 0 :00~16:00] 
対象小4~6 要申込

材料費500円 (入園料含む)

9:00~17:00 

⑮木曜・祝日の翌日

一般 600円小・中 300円

山下洋輔+ロパの音楽座

「もけらもけらコンサート」
[ア/フ(金) 18:30~] 
ジャズと古楽器が融合した愉快芯即興演奏
やパフォーマンスを繰り広げます。

3，500円(全席指定)

仲道郁代の音楽学校2000
[9/6 (水) 19:00~1 目+

GS・

ヒフノソ口、ピア万ノとげチ工坦口の保共演厳を披輝露し味ま詞す。「.1:二Lピ由タ

4，0∞O∞O円(全席指定)
目 新111文化

わくわくシアター定期上映会iJWFマンスリーJ
ジャパンーワイルドライブ・フエスティj¥)レωWF)
制全晶を上映します。
(7/5 (水)、 7112(水)、 7/19(水)、 7/26(水)]
いすれも 17: OO~ 1 9 : 00 
入場無料

「舞台芸術・芸能一発見ライブ inORBISJ 

狂言っておもしろし¥!PART n 
[8ハ(火) 14:00~、 18:30~]

出演/茂山千三郎ほか

3，000円

14・ 県広報t"1きま 2000.7

ホール

.環境科学
セ〆タ

富岡鉄斎展
[7/8 (土)~8/20 (日)1 
強烈な個性によって近代の水墨画の流れに

大きな足跡を残した富岡鉄斎の代表作品約

50点を展示します。
一般 700円/高・大 500円/小・中 350円

9:30~17:00 
⑭月曜侶114は開館)・祝日の翌日

常設展示観貰料(展示室以外は無料)

一般 200円高・大 160円小・中 100円

特別展「立山カルデラの蝶と蛾」
[7/15 (土)~23(日)] 

立山カルデラ内に生息する蝶や蛾の標本約

530種を展示します。

企画展「立山登山案内図と立山カルデラj
[8ハ (火)~9/27 (水)] 
江戸時代か5昭和初期にかけて描かれた立山登

山案内図約40点を展示します。

9:30-17:00 
(7/20~8/31 までは8:30~1 7: 00)
⑮月曜 (8/14は開館)・祝日の翌日

一般 400円高・大 320円小・中 200円

ふれあい農園・夏野菜収穫祭
[8/6C日) 1 0:00~13:00] 要申込
トウモロコシや枝豆芯どの収穫を楽しみ、

採れた野菜でバーベキューをします。

参加費大人 1，000円/小学生以下 500円

プール広場
[7ハ5(土)-8/31(木)]7/15(土)のみ13.00-1喜
一般 1，230円/高870円/小・中 370円/幼120円|溝

9:00-17:00 (7/20 (祝)からは18:00まで)

GS・
.県立大学

-珊境科学
センター

⑮火曜(プール期間中は無休)・祝日の翌日 |豆嗣 a 弘 主富山

入国無料 (駐車料金は必要となります。) I 歪州c摘出ンド

e;::;新............ . そうはんてんl<tん

海王丸総帆展帆B亨 湊圃~.I.}，l.iI'.'S IPJ"IftIPJ"__iJ r7/?n (;ic;l). Q/P' (1=1) 1 [7/20 (祝).816(日)]

王室・・・・・・・_1困i)l ìfljU)I:IJsCZSf5\J~/Ø1.:r: 隠の日J記念第5回海王丸フ工スティJCJレ
f1IすI!，?/22 (~!] L ，-J.H4'"  

--・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
| ‘111:' ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1r..A"I" ，_" ，.U'， .~， "'-'" v .U' 

[フ120(祝)] 
モーターボートに体験乗船芯ど海に親しむ

様々なイベントを行います。
-， 戸、 I

_ 11:: ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
川11圃..... 入国自由 帆船海王丸は9:30~17:0C

(7/20~8/31 は 18:00 まで、金・土・日は21:00まで)
⑮月曜侶ハ4は乗船可能)・祝日の翌日

一般 400円小・中 200円
_11:..・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
|ク11掴...... . 

富山県文化ホールネットワーク公演

I富山ストリンク‘オーケストラ公演」
[8/13(日)18 ・ 30~]

国内外て活躍する本県出身江活手演奏家で結成

されたストリングオーケストラによる公演です。

一般 3，000円/高校生以下 1，500円

高岡ギャグ夏祭り2000
[8/13(日) 10:30-、14:30-]
出演/ 卜ミーズほか
3，000円(当日3，500円)

第14回能楽鑑賞大会
[8/27 (日)9:00-、13:30-]
能の宝生流・観世流、狂言の和泉流の三流派
が、優美で幽玄な世界を繰り広げます。

自由 3，500円指定4，'500円(当日各500円高)

編集後記

v今月の特集に取り組んだことは、自

分自身を見つめ直す良い機会になりま

した。はっきり言って、自分に偏見が

全くないと言い切れる自信はありませ

ん。何気ない一言やふるまいが相手を

傷つけていることもあるでしょう 。こ

れからは、何事も相手の立場に立った

言動に気をつけていきたいと思いますo

vところで、この「県広報とやま」が、

昨年発行した、全国の都道府県の広報

誌を対象に行われた、 「全国広報コン

クールJ(日本広告協会主催)で 3席

に入選しました。分かりやすさ、読み

やすさに心がけた内容が評価されたも

のです。編集部としては、今回の受賞

を励みとして、これからも親しまれる

広報誌にしていきたいと考えています。

皆さんも、こんなことについて教えて

ほしい、といったご要望などありまし

たら、どうぞお気軽にお寄せください。

県広報とやまの各世帯配布版は、新聞折

込で各家庭にお届けします。また、通常版

は、次の場所で無料配布するほか、郵送に

よる定期購読も受け付けています。

主砿配布箇所

-県政ミ二刀イド ・・・・・・・・・

~ãじですれ 宝くじの売上げのおよそ4割は社会のために
"--一一一__/ 使われています。

当たる とうれしい宝くじ。売上げから当せん金の支払や経費を除いた収益金は、いろい

ろな事業の財源にあてられて、みなさんのお役に立っています。

昨年度、富山県の宝くじによる収益金は約31億円。

こん芯ことに活かされています。

・道路や橋をつくったり、直したりする費用

・花と緑の県づくりのための費用

・外国人留学生の支援など、国際交流のための費用

・美術館が開催する企画展示のための費用

・防災行政無線の維持管理のための費用

・市町村の施設整備を支援するための費用

. 
- . ・・.__.・.. . ~ -.・・.

• :. ! . . =--- • • 

(環境ふれあい施設「うくち~の」く朝日町〉や桜ヶ池クアガーデンく城端町〉など)

宝くじは、「通常くじ」のほか、当せん賞金が高額芯「ジャンボ」や好きな数字を

選べる「ナンバーズJiミ二口卜」など種類も豊富。また、県庁ホームページ“お

すすめ情報" (http://www.pref.toyama.jp/master/07seller/seller.htm) 

には、宝くじのページがあり、そこから発売日や当選番号を確認することがで

きます。

7月17日(月)発売開始

市町村振興第411回全国自治宝くじ

「サマージ‘ャンポ宝くじ」
( 1等・前後賞あわせて3億円)

.問合せ県庁財政課程 076(444)3168

県庁、県刊行物センター(県民会館1階)、

県の各施設、 IIJ町村役場、図苫館、文化

ホール、公共泊泉施設、主なショッピング

センタ一、いきいき KAN(富山駅前C
IC5階)、 ]R駅(一部)、富山空港、*

-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

京事務所、大阪事務所、名 Ilj屋事務所

定期購読の申込方法

郵便番号・住所・氏名・屯話番号・購読

回数(通常版の|司数)を明記し、郵送料

として 1阿当たり 160円分の切手を

同封のうえお中し込みください。

※購読mrl¥lrl'(立、通常版作|山i?配布版の両jj

を郵送しますが、郵送料の行犯は通常版の分だ

けで結構です。

あて先

〒930・8501(住所不安)富山県庁広報諜

「県広報とやま」定期購読係

とやまの情報お伝えします!【7月の県政番組] ※タイトルは、いずれも仮題です。

こんにちは富山県です 北日本放送テレピ
毎週日曜日:00-11:30

2日夏休みに研究しよう

9日ふるさと探訪小矢部市

16日県立大学10周年

23日高齢者支援活動

30日もうひとつの国体~きらりんびっく富山~

とやま超発見! 富山テレビ

フォー力ス-イン2 毎週日曜 9:00-9:30

2日富山の伝説

16日国体

23日とやまのレジャーマップ

30日とやまの滝

※7月9日の放送はありません。

富山見たモン勝ち チューリップテレビ
第4日曜 10:00-10:52

23日立山発・自由研究のススメ

とやま県聞録 FMとやま
毎週月曜~木曜 11:30-11:40
毎週土曜 11:30-11:55 

このほか、新聞広報やインターネットでも

県政情報をお伝えしています。

・新聞広報「県か5のお知5せJ
7月 15・29日の朝刊各紙に掲載予定

-富山県ホームページ

http://www.pref.toyama.jp/ 

ご応募お待ちしています。

1995年か52004年までの10年間は、

iOOOOのための国連10年jです。

0000を埋めてください。

→答えは特集を読めばわかります。

8月号(通常版)は、 B月上旬に発行予定です。

目応募方法

ハガキに、クイズの答え、郵便番号、住所、氏名、

年齢、職業と、本誌の感想・入手方法を記載。

あて先/ 干930-8501(住所不要)

富山県庁広報課「県広報とやま7月号」クイズ係

締切/8月4日(消印有効)

正解者の中かう5名の方に、 12000年国体特製スポーツタオルJを
プレゼン卜します。

県広報と13ま 2000.7・ 13
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岡
山
市
岡
河
川
古
川
市

緑
の
上
を
渡
っ
て
い
く
、

豊
か
な
実
り
へ
の
思
い
。

Vol.24 
ねつおくり太鼓

・福光町

土
用
の
入
り
か
ら
三
日
目
、
福
光
町
に
力
強
い

太
鼓
の
音
が
鳴
り
響
く
。

デ
デ
ン
ド
ン
ド
ン
、
デ
デ
ン
ド
ン
。
あ
た
り

一
面

は
、
鮮
や
か
な
緑
の
稲
が
広
が
り
、
子
ど
も
た

ち
が
太
鼓
と

一
緒
に
練
り
歩
く
。
子
に
は
、
五
色

の
短
冊
を
飾
っ
た
笹
竹
。
稲
の
上
を
払
う
よ
う

に
し
な
が
ら
、
「
送
る
パ
イ
、
熱
送
る
パ
イ
」
と
大

き
な
声
で
離
す
。
先
頭
を
行
く
紙
張
り
の
舟
に

は
、
ジ
ジ
、
パ
パ
と
呼
ば
れ
る
人
形
が
乗
せ
ら

れ
、
か
つ
て
は
田
を
回
っ
た
後
、
笹
竹
と
と
も

に
川
に
流
さ
れ
た
。

ね
つ
お
く
り
は
、
稲
の
病
害
が
起
こ
ら
な
い
よ

う
に
祈
る
行
事
で
、
今
年
は
七
月
二
十

一
日
に

福
光
町
の
八
幡
宮
で
祈
願
祭
が
行
わ
れ
る
。
江

戸
時
代
か
ら
の
風
習
と
伝
え
ら
れ
、
太
鼓
は
虫

除
け
、
川
に
流
す
の
は
み
そ
ぎ
の
意
味
が
あ
る

と
言
わ
れ
る
。

病
害
を
防
ぐ
手
だ
て
を
持
た
な
か
っ
た
時
代
に

は
、
大
量
に
発
生
し
た
虫
が
、
田
存
二
面
真
っ

黒
に
し
た
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。
予
測
で
き
な

い
天
候
と
災
い
。
そ
れ
を
恐
れ
る
気
持
ち
は
、

現
代
の
想
像
を
超
え
る
も
の
だ
ろ
う
。

今
は
、
夏
ま
つ
り
と
し
て
、
訪
れ
る
観
光
客
も

多
い
。
紺
碧
の
空
と
緑
、
短
冊
の
色
彩
が
舞
う

の
ぼ
り

風
景
は
、
美
し
い
絵
の
よ
う
だ
。
今
も
峨
に
は
、

豊
穣
を
願
う
文
字
が
書
か
れ
、
天
に
向
か
い
、

熱
い
風
に
揺
れ
る
。
心
を
揺
さ
ぶ
る
よ
う
な
太

鼓
の
音
と
子
ど
も
た
ち
の
声
は
、
遠
い
時
代
の

農
民
た
ち
の
懸
命
な
祈
り
を
伝
え
て
い
る
。

※
県
内
五
十
箇
所
の
「
と
や
ま
の
音
風
景
」
を
収
録
し
た
C
D
は

市
町
村
図
書
館
な
ど
で
お
聴
き
に
芯
れ
ま
す
。
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